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物
の
値
段
が
上

が
っ
て
い
る
。
特

に
食
料
品
の
値
段

が
上
が
っ
て
い
る

の
で
イ
ン
フ
レ
を

感
じ
や
す
い
。
し

か
し
デ
ー
タ
で
見

る
と
、
生
鮮
食
料
品
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
除
い
た
消
費
者
物
価
指

数
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
イ
ン

フ
レ
が
収
ま
っ
て
き
て
い
る
の

だ
。
そ
ん
な
中
、
日
銀
の
利
上

げ
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。
円
安
に
よ
る
イ
ン
フ

レ
が
問
題
だ
と
い
う
の
だ
。
前

述
し
た
通
り
、
イ
ン
フ
レ
は
収

ま
っ
て
き
て
お
り
、
利
上
げ
は

景
気
に
冷
水
を
浴
び
せ
る
。
有

効
求
人
倍
率
の
低
下
も
気
が
か

り
だ
。
景
気
の
悪
化
の
足
音
が

再
び
聞
こ
え
て
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
時
は
利
上
げ
せ
ず
、

景
気
回
復
の
た
め
の
消
費
減
税

も
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
▼
今

年
度
予
算
は
絶
対
額
で
は
最
大

で
あ
る
が
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は

こ
の
３０
年
の
中
で
１２
番
目
と
規

模
は
大
き
く
な
い
、
む
し
ろ
緊

縮
気
味
で
あ
る
。
財
政
に
対
す

る
考
え
方
と
し
て
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
で
の
政
府
債
務
比
率
が
減
少

す
れ
ば
財
政
は
改
善
し
て
い
る

と
言
え
る
。
債
務
残
高
の
絶
対

値
を
管
理
す
る
よ
り
も
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
上
昇
を
目
指
す
べ
き
で

あ
る
▼
実
際
コ
ロ
ナ
禍
で
政
府

は
約
１
０
０
兆
円
の
国
債
を
発

行
し
対
策
を
行
っ
た
。
当
時
は

財
政
破
綻
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ

た
と
批
判
も
あ
っ
た
が
、
実
際

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
２
０
１
９
年
の
約
５
６

０
兆
円
か
ら
２５
年
の
約
６
６
０

兆
円
へ
と
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
政
府
債
務
比
率
は

急
速
に
低
下
し
て
い
る
。
赤
字

国
債
の
発
行
に
よ
る
政
府
支
出

を
増
加
す
る
こ
と
が
、
結
果
と

し
て
政
府
債
務
比
率
を
改
善
し

て
い
る
の
だ
。

（
１
５
０
）

田中麻衣子
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医
療
物
資
調
査
を
報
告

会
務
報
告
で
「
患
者
負
担
ゼ
ロ
が
望
ま
し
い
方
向
」

保
団
連
代
議
員
会

保
険
料
率
の
引
き
下
げ
方
針
を
明
記

社
会
保
障
負
担
率
の
数
値
目
標
、
自
民
内
か
ら
「
医
療
崩
壊
に
な
り
か
ね
な
い
」

骨
太
の
方
針
「
原
案
」

　

保
団
連
は
６
月
２８
日
、
代
議

員
会
を
開
催
。
東
京
・
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

で
代
議
員
ら
２
９
７
名
が
出
席

し
た
。
神
奈
川
か
ら
は
田
辺
理

事
長
、
鈴
木
・
湯
浅
・
竹
下
各

副
理
事
長
が
代
議
員
と
し
て
、

山
本
・
二
村
・
千
葉
・
原
各
副

理
事
長
が
保
団
連
役
員
と
し
て

出
席
し
た
。
議
事
で
は
会
務
報

告
や
２
０
２
５
年
度
決
算
及
び

監
査
報
告
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

全
議
案
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
た
。

　

全
国
か
ら
１
４
５
通
の
発
言

通
告
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち

一
部
保
険
外
療
養
へ
の
対
抗
が

１９
通
と
多
く
、「
国
民
皆
保
険

の
な
し
崩
し
を
許
さ
な
い
」、

「
党
派
を
超
え
た
議
員
や
医
療

界
へ
の
世
論
喚
起
が
必
要
」
な

ど
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。
物
価

高
騰
下
に
不
十
分
で
複
雑
な
診

療
報
酬
改
定
や
、
命
を
守
る
医

療
者
と
し
て
の
平
和
運
動
な
ど

に
つ
い
て
も
活
発
に
討
論
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
田
辺
理
事
長

が
、
▽
医
療
物
資
の
供
給
状
況

等
の
調
査
を
歯
科
会
員
へ
行

い
、
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
国

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

反
響
は
大
き
か
っ
た
、
▽
中
東

情
勢
以
後
の
物
価
高
騰
の
状
況

を
明
ら
か
に
す
べ
く
全
国
規
模

の
医
院
経
営
実
態
調
査
を
行

い
、
診
療
報
酬
の
期
中
改
定
実

現
に
つ
な
げ
る
べ
き
―
と
口
頭

発
言
。
文
書
発
言
は
、
①
一
部

保
険
外
療
養
の
廃
止
・
凍
結
、

②
高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
に
は

「
ゼ
ロ
」
で
対
抗
を
、
③
通
院
・

在
宅
精
神
療
法
の
改
善
運
動
と

成
果
―
を
提
出
し
、
執
行
部
は

引
き
続
き
運
動
を
続
け
て
い
く

旨
な
ど
を
答
弁
し
た
。

　

こ
の
他
フ
ロ
ア
発
言
と
し

て
、
竹
下
副
理
事
長
が
今
次
診

療
報
酬
改
定
で
小
規
模
歯
科
医

療
機
関
は
施
設
基
準
を
満
た
せ

ず
経
営
は
更
に
逼
迫
し
て
い
る

と
し
、
医
療
運
動
の
必
要
性
を

指
摘
。
鈴
木
副
理
事
長
は
ベ
ア

評
価
料
や
レ
セ
プ
ト
記
載
事
項

で
の
事
務
負
担
増
加
で
小
規
模

医
療
機
関
は
特
に
対
応
に
追
わ

れ
て
お
り
、
医
療
Ｄ
Ｘ
で
事
務

負
担
は
む
し
ろ
増
え
て
い
る
と

し
、保
団
連
へ
対
応
を
求
め
た
。

執
行
部
は
、
厚
労
省
要
請
で
改

善
を
求
め
て
い
く
と
答
弁
し
た
。

　

な
お
、
会
務
報
告
の
第
２
章　

第
３
節

２
項
は
「
患
者
負
担

ゼ
ロ
の
実
現
へ
」
で
、「
患
者

負
担
ゼ
ロ
が
望
ま
し
い
方
向
」、

「
全
世
代
に
わ
た
る
『
窓
口
負

担
の
軽
減
・
ゼ
ロ
』
を
目
指
し

ま
す
」
と
盛
り
込
ま
れ
た
。

善
」
を
図
り
つ
つ
行
う
と
記
載
。

た
だ
し
「
国
費
だ
け
で
は
な
く
、

給
付
費
全
体
、
公
費
・
保
険
料
負

担
、
現
役
世
代
の
可
処
分
所
得

な
ど
を
踏
ま
え
」
と
含
み
を
持

た
せ
た
他
、
医
療
機
関
経
営
に

支
障
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
２

０
２
７
年
度
の
予
算
編
成
過
程

で
必
要
な
調
整
を
行
う
と
の
表

現
に
留
ま
っ
た
。
注
釈
に
は
具

体
的
方
針
と
し
て
、
▽
高
齢
化

の
増
加
分
に
経
済
・
物
価
動
向

等
の
増
加
分
を
加
算
す
る
、
▽

２７
年
度
の
社
会
保
障
負
担
率
は

２５
年
度
よ
り
上
昇
し
な
い
よ
う

取
り
組
む
―
と
記
載
。
予
算
・
税

制
の
各
種
基
準
額
や
閾
値
の
点

検
・
見
直
し
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
他
、
▽
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
給
付
見
直
し
等
を
踏
ま

え
た
２７
年
度
以
降
の
対
象
範
囲

拡
大
に
向
け
た
検
討
、
▽
更
な

る
医
薬
品
・
検
査
薬
の
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
向
け
た
方
策
の

検
討
、
▽
生
活
習
慣
病
等
の
予

防
や
国
民
皆
歯
科
健
診
の
具
体

化
な
ど
の「
攻
め
の
予
防
医
療
」

推
進
―
が
記
載
さ
れ
た
。
昨
年
・

一
昨
年
の
原
案
は
約
５０
頁
だ
っ

た
が
、
今
年
は
３５
頁
だ
っ
た
。

　

原
案
提
示
と
同
日
の
６
月
３０

日
に
は
、
自
民
党
の
社
会
保
障

制
度
調
査
会
が
役
員
会
を
開
い

た
。
厚
労
省
は
、
医
療
は
改
革
を

行
っ
て
も
高
齢
化
や
物
価
高
対

応
、
高
度
化
等
が
あ
り
、
保
険

料
負
担
は
国
民
所
得
を
上
回
っ

て
上
昇
す
る
見
通
し
な
ど
を
説

明
。
社
会
保
障
負
担
率
と
医
療

給
付
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
に
数
値

目
標
を
導
入
す
る
と
い
う
維
新

の
主
張
に
、「
医
療
崩
壊
に
な

り
か
ね
な
い
」
な
ど
懸
念
の
声

が
上
が
っ
た
。
１
割
負
担
の
後

期
高
齢
者
は
７
割
強
を
占
め
る

と
い
う
デ
ー
タ
も
示
さ
れ
た
。

　

翌
７
月
１
日
に
は
日
医
の
松

本
会
長
が
会
見
で
、
医
療
給
付

費
や
社
会
保
障
費
へ
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
の
数
値
目
標
導
入
に
つ
い

て
「
到
底
容
認
で
き
な
い
」
と

発
言
。
翌
２
日
の
日
本
病
院
学

会
の
講
演
で
は
、
仮
に
医
療
費

を
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
に
完
全

に
抑
え
る
と
し
た
場
合
、
００
年

度
か
ら
２３
年
度
ま
で
の
累
計

で
、
００
年
度
に
１０
円
だ
っ
た
診

療
報
酬
単
価
が
２３
年
度
に
６
・

９
円
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
く

ら
い
の
調
整
に
相
当
す
る
と
説

明
し
た
。
７０
歳
以
上
の
高
齢
者

の
窓
口
負
担
「
原
則
３
割
」
や

外
来
特
例
の
廃
止
に
つ
い
て
は

「
乱
暴
」
だ
と
し
た
。

　

７
月
７
日
に
は
自
民
と
維
新

が
、
１３
項
目
に
及
ぶ
「
社
会
保

障
改
革
項
目
に
関
す
る
具
体
的

な
骨
子
（
案
）」を
合
意
。
社
会
保

障
負
担
率
は
「
社
会
保
障
制
度

が
果
た
す
機
能
を
損
な
わ
な
い

よ
う
配
慮
し
つ
つ
」
と
し
た
上

で
「
目
標
の
検
討
を
進
め
る
」

と
し
た
。
こ
の
他
、
▽
外
来
の

包
括
報
酬
の
在
り
方
の
検
討
、

▽
公
的
保
険
と
民
間
保
険
の
役

割
分
担
の
検
討
、
▽
医
療
機
関

の
営
利
事
業
の
在
り
方
の
見
直

し
―
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
骨
子

（
案
）
の
趣
旨
は
「
骨
太
の
方

針
２
０
２
６
」に
反
映
さ
れ
る
。

　

な
お
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

に
よ
る
と
医
療
機
関
の
倒
産
は

上
半
期
で
過
去
最
多
。
こ
の
ペ

ー
ス
で
推
移
す
る
と
年
間
で
も

昨
年
の
６６
件
を
大
き
く
上
回
る
。

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
」
は

７
月
２１
日
に
閣
議
決
定
見
込
み
。

　

政
府
は
６
月
３０
日
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
」

の
原
案
を
提
示
し
た
。
原
案
に
は
「
現
役
世
代
の
保
険
料
率
の
上
昇
を
止
め
、

引
き
下
げ
て
い
く
」
と
の
方
針
の
下
、「
給
付
と
負
担
の
見
直
し
の
検
討
」
等

を
す
る
と
記
載
。
そ
の
方
針
に
向
け
、
社
会
保
障
負
担
率
の
目
標
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
と
し
た
。
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は「
Ｐ（
保
留
）」と
し
て
い
る
。

【8月の提出が必須】【8月の提出が必須】

ベースアップ評価料・中間報告書のベースアップ評価料・中間報告書の
提出をお忘れなく！提出をお忘れなく！

事務局電話受付時間について

　診療報酬改定に伴う繁忙期のため、

4月1日～7月31日の間、事務局の電話

受付時間を従来の9：00～17：00から

9：30～16：00へと変更してまいりま

した。

　今般、社会情勢に応じた協会事務

局の働き方改善の観点から、8月1日

以降につきましても、電話受付時間

を9：30～16：00とさせていただく

ことといたしました。

　 今 後 は 一 層、 ホ ー ム ペ ー ジ、

FAX、新聞、メルマガ等での発信を

充実させ、会員サービスの維持・向

上に努めてまいります。よろしくご

理解のほどお願い申し上げます。

 神奈川県保険医協会 理事長
 田辺 由紀夫

　2026年度診療報酬改定に伴い、「外来・在宅ベースアップ評価料

（Ⅰ）」、「外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）」、「入院ベースアップ

評価料」（歯科含む。以下、まとめて「ベースアップ評価料」）を算

定している医療機関は8月に当該年度の「中間報告書（様式100）」の

提出が必要となった。所定のExcelデータに入力し、関東信越厚生局

神奈川事務所へ原則メールにて提出することとなる（メールアドレ

ス〈baseup-hyoukaryou14@mhlw.go.jp〉）。

　また、2025年度にベースアップ評価料を算定していた医療機関は、

上記の中間報告書とは別に、2025年度の「実績報告書」の提出が必

要となる。賃上げ補助金申請の都合上、2026年2月にベースアップ

評価料の届出を行い、3月から算定を開始した医療機関

も同様だ。

　報告の詳細は厚労省の特設ページ「9.賃金改善実績

報告書の提出について」や、医科会員は協会から配布

している『新点数運用Q&A』の168ページ以降をご確

認いただきたい。

厚労省
特設ページ

田辺理事長

竹下副理事長

　

原
案
で
は
「
責
任
あ
る
積
極

財
政
」
の
下
、
戦
略
分
野
へ
の

投
資
で
「
強
い
経
済
」
の
構
築

と
「
財
政
の
持
続
可
能
性
」
の

同
時
実
現
を
目
指
す
と
記
載
。

　

基
礎
的
財
政
収
支
（
Ｐ
Ｂ
）

は
「
一
時
的
な
悪
化
も
許
容
し

う
る
」
と
し
、
新
た
に
「
債
務

残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
」
の
安
定
的

な
引
き
下
げ
を
中
核
目
標
に
据

え
た
。
こ
れ
ま
で
の
骨
太
方
針

に
明
記
さ
れ
て
い
た
「
財
政
健

全
化
」
の
文
言
は
消
え
た
。

　

ま
た
、
適
切
な
金
融
政
策
運

営
が
「
非
常
に
重
要
」
と
表
現
。

日
銀
を
牽
制
し
た
と
の
見
方
が

市
場
で
広
が
り
、
更
な
る
円
安

を
招
い
た
と
の
報
道
も
あ
る
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
は
「
物

価
と
賃
金
の
変
動
に
適
切
に
対

応
し
、
経
営
の
安
定
、
処
遇
改

＊ 診療報酬のお問合せは、FAXでも受け付けております。

併せてご利用ください。［FAX：045-313-2113］
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終
戦
か
ら
８１
年
。
戦
争
を

実
体
験
と
し
て
語
れ
る
世
代

は
急
速
に
少
な
く
な
り
、
歴

史
の
中
の
出
来
事
と
し
て
遠

ざ
か
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し

世
界
は
今
、
「
戦
時
の
日
常

化
」
と
も
言
う
べ
き
時
代
に

入
っ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
は

長
期
化
し
、
ガ
ザ
で
は
深
刻

な
人
道
危
機
が
続
く
。
そ
し

て
中
東
で
新
た
な
軍
事
衝
突

が
起
き
、
そ
の
影
響
は
周
辺

地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本

国
内
に
も
及
ん
で
い
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
物

流
の
混
乱
、
医
薬
品
・
医
療

材
料
の
供
給
不
安

―
戦
争

は
「
よ
そ
の
出
来
事
」
で
は

な
く
、
私
た
ち
の
診
療
室
の

日
常
を
も
直
撃
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
紛
争
に
共
通
す
る

の
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

弱
い
立
場
の
人
々
が
真
っ
先

に
犠
牲
と
な
り
、
病
院
そ
の

も
の
が
攻
撃
対
象
と
な
る
こ

と
だ
。
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、

核
保
有
国
を
含
む
大
国
が
国

際
法
や
国
連
決
議
を
軽
視
す

る
形
で
軍
事
行
動
に
踏
み
切

り
、
そ
れ
を
既
成
事
実
化
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
、
も
は

や
例
外
で
は
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
だ
。
「
力
に
よ
る

秩
序
」
が
「
法
に
よ
る
秩
序
」

を
侵
食
し
て
い
く
現
実
を
、

私
た
ち
は
直
視
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　

国
内
で
は
、
防
衛
費
の
増

額
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
、
南
西
諸
島
の
軍
事
要
塞

化
な
ど
、「
有
事
」
を
前
提
と

し
た
政
策
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
、
安
全
保
障
政

策
は
閣
議
決
定
等
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い

て
も
十
分
な
国
会
審
議
を
経

な
い
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮

す
る
。
民
主
主
義
の
根
幹
は
、

国
民
の
代
表
が
議
論
を
尽
く

し
て
物
事
を
決
め
る
こ
と
に

あ
る
。「
緊
急
」
や
「
有
事
」
を

理
由
に
そ
の
過
程
が
省
か
れ

て
い
く
こ
と
を
、
私
た
ち
は

見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

現
行
憲
法
は
、
先
の
戦
争

へ
の
深
い
反
省
の
上
に
生
ま

れ
た
。
そ
の
条
文
を
丁
寧
に

読
む
と
、
個
人
の
尊
厳
、
平

和
へ
の
希
求
、
戦
争
の
放
棄

と
い
う
理
念
が
、
い
か
に
真

剣
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
か

が
わ
か
る
。
憲
法
改
正
の
議

論
が
進
む
中
、
今
あ
る
憲
法

が
何
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

一
方
、
地
域
医
療
や
介
護

の
現
場
は
深
刻
な
疲
弊
の
中

に
あ
る
。
診
療
報
酬
抑
制
の

も
と
で
病
院
経
営
は
厳
し
さ

を
増
し
、
訪
問
介
護
事
業
所

の
閉
鎖
や
人
材
不
足
も
続
い

て
い
る
。
物
価
高
騰
の
中
で

も
医
療
・
福
祉
へ
の
財
源
は

不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。「
国

を
守
る
」
た
め
に
国
民
の
命
、

健
康
、
尊
厳
が
軽
視
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　

医
療
者
の
役
割
は
、
病
気

を
治
療
す
る
こ
と
だ
け
で
は

な
い
。
命
と
健
康
を
脅
か
す

社
会
そ
の
も
の
に
目
を
向

け
、
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
守
る
こ
と
も
ま

た
、
私
た
ち
の
重
要
な
責
務

で
あ
る
。
終
戦
記
念
日
を
前

に
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
こ
と

を
考
え
た
い
。

終
戦
記
念
日
を
前
に

２６２６
年
７
月
末
で
終
了
へ

年
７
月
末
で
終
了
へ

原
発
「
２
０
４
０
年
代
に

０
割
相
当
」
を

ト
ラ
ブ
ル
増
加
の
懸
念
も

ト
ラ
ブ
ル
増
加
の
懸
念
も

保
険
証
等
に
よ
る
受
診
受
診

公
害
環
境
対
策
部
、
パ
ブ
コ
メ
提
出

第
３２
期
第
１９
回
理
事
会
　
７
月
９
日
（
木
）

〈
役
員
２８
名
、出
席
２２
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
９
名
）〉

討
論
に
て
、
本
会
で
は
「
患

者
負
担
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
運

動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
が
、

こ
の
よ
う
な
政
府
の
政
策
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
抗
す

る
か
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
わ

れ
た
。
現
在
７５
歳
以
上
の
約

７
割
が
年
収
２
０
０
万
円
未

【
議
長
報
告
】

　

現
在
、
政
府
の
社
会
保
障

費
削
減
政
策
の
下
に
高
額
療

養
費
上
限
の
引
き
上
げ
、
高

齢
者
の
窓
口
負
担
３
割
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
一
部
保
険
外

し
な
ど
数
々
の
患
者
負
担
増

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
情
勢

満
で
あ
る
の
で
、
支
払
能
力

を
超
え
る
窓
口
負
担
の
増
加

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

れ
で
は
応
能
負
担
に
は
な
ら

な
い
。
今
後
の
医
療
運
動
の

方
向
性
と
し
て
、
「
高
齢
者

の
声
を
集
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

今
理
事
会
の
重
要
決
定
事

項
で
あ
る
、
以
下
の
２
議
題

に
つ
い
て
審
議
・
決
定
さ
れ

た
。
一
つ
目
は
８
月
以
降
の

事
務
局
の
電
話
対
応
に
つ
い

て
、
事
務
局
の
他
の
仕
事
に

割
く
時
間
を
確
保
す
る
た

め
、
現
在
の
９
時
３０
分
か
ら

１６
時
ま
で
の
対
応
を
継
続
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
二
つ

目
は
磯
崎
理
事
退
任
に
伴
う

対
応
に
つ
い
て
、
後
任
の
理

事
を
選
出
す
る
か
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
た
が
、
９
月
の

評
議
員
会
で
承
認
を
受
け
て

か
ら
来
年
５
月
ま
で
の
８
カ

月
し
か
任
期
が
無
い
こ
と
を

鑑
み
て
、
今
回
は
見
送
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

（
議
長
・
鈴
木
○医
）

に
な
る
。

　

今
後
の
医
療
機
関
窓
口
で
の

資
格
確
認
で
は
、
基
本
的
に
マ

イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認

書
で
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
ご

留
意
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
っ
た

際
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
資

格
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、

以
下
の
対
応
と
な
る
。

〈
初
診
の
場
合
〉

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
併
せ

て
、
①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

資
格
確
認
画
面
（
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
も
可
）
を

確
認
。
ま
た
は
②
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
を
確
認
。
あ
る

い
は
③
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、

患
者
に
被
保
険
者
資
格
申
立

書
へ
の
記
載
を
し
て
も
ら

う
。
そ
の
上
で
不
詳
レ
セ
プ

ト
と
し
て
請
求
す
る
。

〈
再
診
の
場
合
〉

　

④
上
記
①
・
②
に
加
え
、

過
去
の
受
診
歴
等
に
よ
り
資

　

有
効
期
限
切
れ
の
健
康
保
険

証
の
み
を
持
参
し
た
場
合
で
も

保
険
の
取
り
扱
い
を
認
め
た
暫

定
的
な
措
置
に
つ
い
て
、
厚
労

省
は
７
月
末
に
終
了
す
る
旨
の

事
務
連
絡
を
発
出
し
た
。

　

７
月
１
日
に
出
さ
れ
た
通
知

の
名
称
は
「
健
康
保
険
証
の
有

効
期
限
終
了
に
伴
う
今
後
の
医

療
機
関
・
薬
局
の
受
診
時
等
の

対
応
に
つ
い
て
（
周
知
）
」
。

◇

　

従
来
の
健
康
保
険
証
は
２４
年

１２
月
１
日
以
降
、
新
規
発
行
が

停
止
。
そ
れ
ま
で
に
発
行
済
の

健
康
保
険
証
は
、
有
効
期
限
内

の
最
長
で
２５
年
１２
月
１
日
ま
で

使
用
で
き
る
運
用
と
し
た
。
し

か
し
健
康
保
険
証
の
失
効
を
把

握
し
な
い
患
者
や
、
本
来
マ
イ

ナ
保
険
証
と
併
用
し
た
確
認
が

必
要
と
な
る
〝
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
の
み
〟
で
受
診
す
る
患

者
が
一
定
い
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
厚
労
省
は
当
該
患
者
の
受
診

に
つ
い
て
〝
記
載
さ
れ
た
被
保

険
者
番
号
等
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
照

会
す
る
な
ど
し
た
上
で
、
３
割

等
の
一
定
の
負
担
割
合
を
求
め

て
レ
セ
プ
ト
請
求
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
〟
と
の
暫
定
的
な
措

置
を
示
し
て
き
た
。

　

８
月
以
降
に
〝
健
康
保
険
証

の
み
〟
ま
た
は
〝
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
の
み
〟
で
受
診
し
た

場
合
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険

証
を
忘
れ
た
場
合
の
取
り
扱
い

と
同
様
に
、
患
者
に
一
旦
１０
割

で
の
立
替
を
お
願
い
す
る
こ
と

　

「
今
後
の
原
子
力
政
策
の
方

向
性
と
行
動
指
針
（
案
）
」の
意

見
募
集
（
パ
ブ
コ
メ
）
に
対
し
、

公
害
環
境
対
策
部
は
野
本
部
長

名
で
７
月
３
日
に
意
見
を
提
出

し
た
。こ
の
行
動
指
針
（
案
）は
、

原
子
力
発
電
の
「
依
存
度
を
低

減
」
す
る
方
針
か
ら
「
最
大
限

の
活
用
」
に
切
り
替
え
た
〝
第

七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
〟

な
ど
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
原

子
力
発
電
の
将
来
像
を
２
０
４

０
年
代
・
２
０
５
０
年
代
で
２

割
相
当
と
仮
定
し
て
い
る
。

　

公
害
環
境
対
策
部
は
、
原
子

力
発
電
所
に
よ
る
発
電
量
が

「
２
０
４
０
年
代
に
０
割
相
当
」

と
す
る
方
向
性
に
基
づ
き
、
行

動
指
針
を
提
案
し
な
お
す
べ
き

と
主
張
。そ
の
理
由
と
し
て
、
▽

横
浜
市
な
ど

横
浜
市
な
ど

県
内
自
治
体
は
応
じ
ず

県
内
自
治
体
は
応
じ
ず

資
格
確
認
書
の
全
員
交
付
を
協
会
が
要
請

治
体
の
判
断
〟
と
し
、
渋
谷
区

等
が
全
員
発
行
し
て
い
る
実

態
、
▽
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
自
体
や

搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
期

限
切
れ
等
、
高
齢
者
に
よ
る
対

応
は
困
難
で
あ
る
こ
と
―
を
理

由
に
挙
げ
、
資
格
確
認
書
の
全

員
発
行
を
求
め
て
い
る
。

　

７
月
１３
日
時
点
で
、
横
浜
市

や
横
須
賀
市
、
厚
木
市
な
ど
９

市
町
か
ら
回
答
を
受
け
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
コ
ス
ト
の
面
や

県
内
市
町
村
で
統
一
の
対
応
と

し
て
い
る
こ
と
、
か
え
っ
て
ト

ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
か
ね
な
い

こ
と
な
ど
を
理
由
に
全
員
交
付

を
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
で
８
月
か
ら

新
運
用

　

資
格
確
認
書
の
「
全
員
一
律

交
付
」
は
こ
の
間
、
後
期
高
齢

　

市
町
村
国
保
で
は
マ
イ
ナ
保

険
証
の
登
録
が
な
い
人
に
対
し

て
「
資
格
確
認
書
」
が
職
権
交

付
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
る
被
保
険
者

に
は
基
本
的
に
は
職
権
交
付
さ

れ
ず
、
代
わ
り
に
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
が
届
け
ら
れ
る

運
用
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
用
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
が
故
障
し
、
マ
イ
ナ
受
付
が

不
能
と
な
っ
た
医
療
機
関
か
ら

の
報
告
が
協
会
に
寄
せ
ら
れ

緊
迫
化
す
る
国
際
情
勢
下
、
イ

ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
双
方
が

核
施
設
の
所
在
地
を
攻
撃
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
原
子
力

施
設
の
停
止
は
急
務
、
▽
柏
崎

刈
羽
原
発
で
の
不
具
合
や
一
時

停
止
多
発
を
鑑
み
る
と
安
全
性

対
策
へ
の
疑
念
は
払
拭
で
き
な

い
、
▽
浜
岡
原
発
で
の
デ
ー
タ

不
正
問
題
と
そ
の
対
応
を
は
じ

め
、
原
発
運
営
主
体
者
の
責
任

や
能
力
を
厳
し
く
検
証
す
る
制

度
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
―
と

指
摘
。
第
七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
あ
る「
『
安
全
神
話
』

に
陥
っ
て
悲
惨
な
事
態
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

反
省
を
一
時
た
り
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
」
と
の
記
載
を
本

当
の
意
味
で
踏
ま
え
る
な
ら

ば
、
原
子
力
発
電
は
一
刻
も
早

く
廃
止
す
べ
き
だ
と
し
た
。

　

な
お
、
同
パ
ブ
コ
メ
は
７
月

９
日
で
締
め
切
ら
れ
て
い
る
。

者
医
療
制
度
で
は
行
わ
れ
て
き

た
。
た
だ
本
年
７
月
末
で
終
了

し
、
８
月
よ
り
年
齢
や
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
実
績
に
応
じ
て

職
権
発
行
の
有
無
が
変
わ
る
運

用
と
な
る
予
定
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
８５
歳
以
上
の

高
齢
者
や
利
用
実
績
の
少
な
い

人
に
は
今
後
も
申
請
な
し
で
自

動
交
付
さ
れ
る
。
一
方
、「
８４

歳
以
下
」
で
「
直
近
１
年
間
に

６
回
以
上
、
か
つ
直
近
３
カ
月

以
内
に
利
用
実
績
が
あ
る
人
」

は
〝
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
え
て

い
る
〟
と
み
な
さ
れ
、
職
権
交

付
の
対
象
外
と
な
る
。
対
象
外

の
人
に
は
代
わ
り
に
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
が
届
く
。

　

ま
た
職
権
交
付
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
体
調
の
変
化
な

ど
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が

困
難
に
な
っ
た
際
は
、
市
区
町

村
の
窓
口
へ
申
請
す
れ
ば
資
格

確
認
書
は
発
行
さ
れ
る
。
し
か

し
必
要
な
方
に
漏
れ
な
く
届
け

ら
れ
る
確
証
は
な
い
。

　

な
お
神
奈
川
県
の
広
域
連
合

は
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
を

２
年
と
し
た
た
め
、
８５
歳
未
満

の
被
保
険
者
も
来
年
７
月
末
ま

で
全
員
が
資
格
確
認
書
を
保
有

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

医
療
情
報
部
は
こ
の
間
、
保

険
証
復
活
、
資
格
確
認
書
全
員

交
付
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

神
奈
川
県
下
の
全
３３
自
治
体
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
「
資
格
確
認
書
の
全
員
発

行
を
求
め
る
要
請
書
」
を
送
付

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
９
市
町
か

ら
回
答
を
受
け
た
が
、
要
請
に

応
じ
る
と
し
た
自
治
体
は
な
い
。

　

要
請
書
で
は
▽
マ
イ
ナ
受
付

の
ト
ラ
ブ
ル
多
発
と
、
資
格
確

認
書
で
の
対
応
が
有
用
な
こ

と
、
▽
厚
労
相
が
〝
最
後
は
自

た
。
今
後
も
高
齢
者
が
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
常
に
携

帯
し
て
い
た
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
画
面
を
表
示
さ
せ
た
り
で

き
る
か
不
安
な
運
用
が
続
き
そ

う
だ
。

格
情
報
が
変
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
を
口
頭
確
認
す
る
な
ど

に
よ
り
資
格
確
認
を
行
う
。

　

８
月
以
降
の
資
格
確
認
方
法

や
、
被
保
険
者
資
格
申
立
書
の

ひ
な
型
な
ど
に
つ
い
て
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
る
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

保険医新聞保険医新聞
ホームページからホームページから
読めます読めます

　過去の保険医新聞を協
会ホームページでもご覧い
ただけます。 最新号は会
員の先生のお手元に届く頃
にアップロード予定です。 お
問合せは新聞部（℡ 045-
313-2111）まで。

※ ログインの際は、会員に公開し
ているユーザー名、パスワード
の入力が必要となります

資格確認
解説ページ



　

歯
科
研
究
部
は
６
月
４
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
高
齢
者
の

抜
歯
」
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師
は
横
浜

市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
歯
科・口
腔
外
科
・
矯

正
歯
科
助
教
の
大
澤
昂
平
氏

が
務
め
、１
３
２
名
が
参
加
し
た
。

　

現
在
、
日
本
は
平
均
寿
命
の

著
し
い
伸
び
と
と
も
に
高
齢
者

人
口
が
増
加
し
、
歯
科
医
院
を

受
診
す
る
高
齢
者
の
割
合
も
経

時
的
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
、
歯
科
疾
患
も
残
存
歯

の
増
加
と
と
も
に
歯
周
疾
患
の

割
合
が
増
加
し
、
高
齢
者
の
抜

歯
機
会
が
増
え
て
い
る
。
高
齢

者
は
基
礎
疾
患
等
の
有
病
率
が

高
く
、
特
に
局
所
麻
酔
を
使
用

し
た
抜
歯
等
の
観
血
的
処
置
の

際
に
は
全
身
状
態
へ
の
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。
本
講
演
で
は
高

齢
者
の
抜
歯
、
特
に
基
礎
疾
患

を
有
す
る
患
者
の
抜
歯
時
に
注

意
す
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
話

し
た
。
ど
の
有
病
者
に
対
し
て

も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
術

前
リ
ス
ク
評
価
の
重
要
性
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
全
身
状
態
を
把

握
し
、
か
か
り
つ
け
医
と
連
携

を
と
り
、
適
切
な
周
術
期
管
理

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

有
病
者
増
加
の
中
で
も
特
に

近
年
、
大
腿
骨
骨
折
患
者
が
増

加
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
二

次
性
骨
折
予
防
の
た
め
に
骨
吸

収
抑
制
薬
を
使
用
し
て
い
る
患

者
が
増
加
し
て
い
る
。
骨
吸
収

抑
制
薬
は
薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死

（m
edication-related 

osteonecrosis of the 
jaw

：M
RONJ

）
の
発
症
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
周
知

さ
れ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
歯

科
医
師
は
今
後
そ
の
予
防
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

M
RONJ

発
症
予
防
に
は
口

腔
内
感
染
巣
の
排
除
、
潜
在
的

リ
ス
ク
因
子
の
排
除
、
患
者
へ

の
情
報
提
供
が
重
要
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
発
症
後
に

関
し
て
も
上
記
は
病
状
の
進
行

抑
制
の
た
め
に
重
要
と
な
っ
て

く
る
。
さ
ら
に
定
期
歯
科
検
診

で
の
疾
患
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
努
め
、
抜
歯
等
の
高
侵

襲
処
置
を
避
け
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
も
高
血
圧
症
、
糖

尿
病
、
抗
血
栓
薬
使
用
患
者
、

感
染
性
心
内
膜
炎
リ
ス
ク
を
有

す
る
患
者
の
抜
歯
に
つ
い
て
も

話
し
た
。
ど
の
疾
患
に
お
い
て

も
術
前
の
評
価
が
重
要
と
な
っ

て
く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
術
前
の
評
価
と
し
て
バ

イ
タ
ル
測
定
、
問
診
等
で
の
既

往
歴
の
確
認
、
お
薬
手
帳
の
確

認
、
必
要
で
あ
れ
ば
か
か
り
つ

け
医
へ
の
対
診
、
周
術
期
の
予

防
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た

代
表
的
な
内
科
的
疾
患
を
有
す

る
患
者
の
急
変
時
の
対
応
に
つ

い
て
も
話
し
た
。
本
講
演
が
受

講
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
明
日

か
ら
の
臨
床
に
少
し
で
も
役
立

て
ば
幸
い
で
あ
る
。

講師の大澤氏

歯
科
臨
床
研
究
会

高
齢
者
の
抜
歯

事後抄録

　研究部は6月25日、第
58回神奈川糖尿病ネッ
トワーク研究会をWEB
で開催、151名が参加し
た。「『わたしの糖尿病連
絡ノート』を用いた患者
のフォロー～高齢・独居の糖尿病患者さんをどう支
えるか？～」をテーマに、新吉田医院・院長の東浩
介氏、横浜労災病院・糖尿病看護特定認定看護師の
野地俊成氏、ウェルケア訪問看護ステーション・看
護師の上原美夏氏がそれぞれ講演した。
　講演では３氏より、「わたしの糖尿病連絡ノート」
を活用した実際の治療・連携を解説。このノートは
日本糖尿病協会（JADEC）が発行する「JADEC連
携手帳」に患者・家族の記入欄や、関係職種の連絡
欄を設けたもの。東氏は、糖尿病患者を地域で支え
る「連携スイッチ」であり、多角的視点で医療連携
が行える利点等に言及。また自分の想いをノートに
書ける患者は、ほぼ「目標値のHbA1c」を達成して
おり、治療
上の有用性
も示した。

糖尿病ネットワーク研究会糖尿病ネットワーク研究会

『連絡ノート』活用で『連絡ノート』活用で患者の患者の
“想い“想い””を踏まえた連携へを踏まえた連携へ

「
カ
ル
テ
を
開
示
し
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
た
ら
…

　

近
年
、
カ
ル
テ
開
示
に
つ
い

て
の
ご
相
談
が
引
き
続
き
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
対
応
は

請
求
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
全
パ
タ
ー
ン
に
共
通
す
る

ポ
イ
ン
ト
は
、
主
に
５
つ
あ
り

ま
す
。
▽
開
示
請
求
は
口
頭
だ

け
で
な
く
書
面
で
も
請
求
し
て

も
ら
い
、
記
録
と
し
て
残
す
、

▽
自
費
で
費
用
の
請
求
が
可

能
、
▽
即
日
対
応
が
難
し
け
れ

ば
後
日
で
も
可
、
▽
原
則
は
対

面
に
て
書
面
で
開
示
資
料
を
渡

す
こ
と
が
望
ま
し
い
、
▽
郵
送

の
場
合
は
本
人
確
認
と
費
用
の

支
払
い
確
認
を
し
っ
か
り
行
う

（
前
払
制
な
ど
）―
で
す
。
請
求

者
ご
と
に
以
下
の
点
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
院
内
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開

示
の
方
法
を
掲
載
す
る
こ
と
も

有
用
で
す
。

〈
患
者
本
人
か
ら
〉
原
則
と
し

て
開
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
治
療
の
継
続
に

著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
場
合

（
例
：
精
神
病
の
治
療
中
）
や
、

開
示
す
る
こ
と
が
本
人
ま
た
は

第
三
者
の
権
利
・
利
益
を
害
す

る
場
合
（
例
：
患
者
の
家
族
か

ら
個
別
に
聞
い
た
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
る
）
は
必
要
に
応
じ

て
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
開

示
し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
本
人
以
外
か
ら
〉
原
則
開
示

不
可
で
す
。開
示
す
る
場
合
は
、

6月1日付

保険収載された「CAD/CAM
ブリッジ用」材料について

　「KZR-CADファイバーブロック シンボー」（YAMAKIN株式会社）がCAD/
CAMブリッジ用材料として保険収載され、6月1日より保険請求できるように
なった。保険医新聞6月5日号・9面で周知した内容に加え、5月29日に発出さ
れた厚労省通知の内容も含めたものを改めて下記の通りお知らせする。

解説 
　CAD/CAMブリッジとは、CAD/CAMブリッジ用材料との互換性が制限さ
れない歯科用CAD/CAM装置を用いて、作業模型で間接法により製作されて
おり、第二小臼歯または第一大臼歯の１歯中間欠損部に対するポンティックを
含む３歯ブリッジを指す。

レセプト・カルテ記載 
１　 CAD/CAMブリッジ用材料を使用した場合は、製品に付属している使用
した材料の名称及びロット番号等を記載した文書（シール等）を保存して
管理すること（診療録に貼付する等）。

２　 CAD/CAMブリッジを製作した場合は、診療録（カルテ）及び診療報酬明
細書（レセプト）に、「CAD/CAMブリッジ」と記載すること。なお、記載
にあたっては「CAD Br」と記載して差し支えない。算定する際は、「歯冠
修復及び欠損補綴」の「その他」欄に記載。

製作できる歯科医療機関 
　以下①②③いずれにも該当する歯科医療機関であれば、CAD/CAMブリッ
ジを製作することが可能。現時点で施設基準届出は不要となっているが、下記
要件を満たしている必要がある。
①  歯科補綴治療に係る専門の知識及び３年以上の経験を有する歯科医師が１
名以上配置されていること。

②  保険医療機関内に歯科用CAD/CAM装置が設置されている場合は、歯科技
工士を配置していること。

③  保険医療機関内に歯科用CAD/CAM装置が設置されていない場合は、当該
装置を設置している歯科技工所との連携が図られていること。

点数 

◎CAD/CAMブリッジ
○技術料　3,000点（1装置につき）※「高強度硬質レジンブリッジ」の点数を準用
○材料料　1,170点（1装置につき）
○補綴時診断料（1装置につき）　90点
○歯冠形成（1歯につき）　 生活歯歯冠形成　306点+490点

失活歯歯冠形成　166点+470点
○ブリッジ支台歯形成加算（1歯につき）　+20点
○印象採得（1装置につき）　282点
○咬合採得（1装置につき）　 76点
○装着料（1装置につき）　　150点+110点

※装着時、内面処理加算1 （110点）が算定可能

CAD/CAMブリッジ 
・保険適用材料…「 KZR-CADファイバーブロック シンボー」

（YAMAKIN株式会社）

適用 
④5⑥ または ⑤6⑦

本
人
か
ら
の
委
任
状
を
必
ず
確

認
し
て
下
さ
い
。

〈
警
察
等
の
行
政
機
関
か
ら
〉

令
状
の
有
無
を
確
認
し
、
令
状

が
あ
れ
ば
開
示
は
義
務
で
す
。

な
い
場
合
、開
示
は
任
意
で
す
。

な
お
、
法
令
に
基
づ
く
行
政
機

関
か
ら
の
開
示
請
求
の
場
合

は
、
患
者
本
人
の
許
可
な
く
情

報
開
示
し
て
も
個
人
情
報
保
護

法
違
反
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
患
者
に
と
っ
て
不
利
益

と
な
る
場
合
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
慎
重

な
対
応
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

行
政
等
の
名
を
騙
っ
た
詐
欺
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電

話
な
ど
で
担
当
者
の
在
籍
確
認

を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
遺
族
等
か
ら
〉
法
定
相
続
人

か
ら
の
請
求
の
場
合
は
、
原
則

開
示
し
ま
す
。
相
続
人
以
外
の

遺
族
で
あ
れ
ば
拒
否
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
開
示
に
際
し
て

は
、
請
求
書
類
と
と
も
に
請
求

者
の
身
分
証
明
書
、
請
求
者
と

患
者
の
関
係
が
証
明
で
き
る
公

的
証
明
書
類
（
戸
籍
謄
本
等
）

を
求
め
ま
す
。

　

上
記
は
あ
く
ま
で
基
本
的
な

ル
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
個
別
ケ

ー
ス
で
判
断
に
迷
う
場
合
は
、

税
対
経
営
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
本
稿
に
つ
い
て
は

当
会
顧
問
弁
護
士
に
確
認
の

上
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

〈NEWS〉2025年度配当率が確定しました
2025年度（2025年5月1日～2026年4月30日）は予定利率1.126％（年

利）に加えて、配当率0.312%が加算されました。その結果、2025
年度は合計1.438%での運用実績となりました。さらに2026年度
（2026年5月1日～）からは予定利率が1.171%に上昇しています。
お申込み期間は年2回のみ。ぜひこの機会にお申込みください。
　当制度は加入する従業員様に費用負担は発生いたしません。院
長（法人）が掛金を負担し、院長（法人）が受け取るため、退職
金以外にも使い道は自由です。

【ご加入中の先生方へ】
8月上旬頃までに2025年度末時点の積立状況を各医療機関宛

に郵送いたします。お手元に届きましたら中身をご確認ください。

医院のための積立制度

従業員退職年金 
お申込み受付中

申込締切日 加入日

8月31日 11月1日

＊ 配当金は引受保険会社の運用実績により決定するため、お支払を約
束するものではありません。
制度の詳細はパンフレットをご覧ください。
資料請求・お申込み希望の方は共済部（TEL：045-
313-2111）までお電話ください。右のQRコードから
メールでのお問合せも可能です。
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7月28日　
～8月7日

７
月
２８
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

横
須
賀
支
部
幹
事
会
１９
時
３０

分
。

７
月
２９
日
（
水
）

共
済
セ
ミ
ナ
ー
１９
時
３０
分
。

横
浜
支
部
幹
事
会
１９
時
３０
分
。

７
月
３０
日
（
木
）

月
例
研
究
会
１９
時
３０
分
。

７
月
３１
日
（
金
）

医
療
問
題
研
究
会
１９
時
３０
分
。

８
月
３
日
（
月
）

学
術
部
研
究
会
１９
時
３０
分
。

８
月
４
日
（
火
）

公
害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。

研
究
部
会
１９
時
３０
分
。

８
月
５
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０

分
。
歯
科
研
究
部
会
１９
時
３０

分
。

８
月
６
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。

８
月
７
日
（
金
）

新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。
保
険

診
療
対
策
部
会
２０
時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法

指
導
管
理
料
２
に
つ
い
て
、
Ｃ

Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法
を
実
施
し
て
い
る

患
者
で
あ
っ
て
、
当
該
指
導
管

理
を
実
施
す
る
月
の
前
月
ま
で

の
３
月
の
間
、
１
月
で
も
「
１

月
当
た
り
の
１
日
平
均
使
用
時

間
が
１
時
間
未
満
」
の
月
が
あ

る
と
、
当
該
管
理
料
は
算
定
で

き
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
Ａ
）
い
い
え
。
３
月
す
べ
て
の

月
で
平
均
使
用
時
間
が
１
時
間

未
満
の
場
合
に
算
定
し
な
い
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
①
当

該
医
療
機
関
に
お
い
て
Ｃ
Ｐ
Ａ

Ｐ
療
法
を
開
始
し
て
か
ら
３
月

以
内
の
患
者
や
、
②
海
外
赴
任

等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
指
導
管
理
を
中
断
す
る
必
要

が
あ
り
再
開
の
見
込
み
時
期
が

予
め
分
か
っ
て
い
る
患
者
の
再

開
時
で
あ
れ
ば
、
３
月
す
べ
て

の
月
で
１
時
間
未
満
の
場
合
で

も
算
定
で
き
ま
す
。
②
の
場
合
、

指
導
管
理
を
中
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
明
し
た
時
点
で
、
当

該
や
む
を
得
な
い
事
情
に
つ
い

て
診
療
録
に
記
載
し
ま
す
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
歯
科
疾
患
管
理
料
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
は
こ
れ
ま
で
算
定
不
可
だ

っ
た
「
有
床
義
歯
に
係
る
治
療

の
み
を
行
う
患
者
」
に
対
し
て

も
算
定
可
能
と
さ
れ
ま
し
た

が
、
算
定
時
の
注
意
点
は
あ
り

ま
す
か
。

（
Ａ
）
有
床
義
歯
に
係
る
傷
病
名

と
し
て
Ｍ
Ｔ
や
義
歯
不
適
合

（
義
歯
フ
テ
キ
）
等
が
入
っ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

レ
セ
プ
ト
の
摘
要
欄
に
は
「
有

床
義
歯
に
係
る
口
腔
管
理
の

み
」
と
記
載
が
必
要
で
す
（
※

レ
セ
コ
ン
で
摘
要
欄
に
表
示
す

る
た
め
の
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理

シ
ス
テ
ム
用
コ
ー
ド
は
「
８
２

０
１
０
１
８
７
９
」
）
。
な
お
、

従
来
と
同
様
、
明
ら
か
に
歯
科

疾
患
等
に
関
す
る
継
続
的
管
理

が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
算

定
で
き
な
い
点
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
査
定
相
談
事
例
で
あ

り
、
次
月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時

に
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
納
得
で
き
な
い
査
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
再

審
査
請
求
を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
診
察

を
行
っ
た
患
者
に
風
邪
症
状
が

あ
っ
た
の
で
、
動
線
を
分
離
し
、

感
染
対
策
を
行
っ
た
上
で
診
察

を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
発
熱

患
者
等
対
応
加
算
の
算
定
を
行

っ
た
と
こ
ろ
Ａ
項
※

査
定
さ
れ

た
。
風
邪
症
状
に
関
し
て
は
他

院
に
て
診
察
し
て
い
る
た
め
、

当
院
で
は
診
察
せ
ず
病
名
は
付

け
な
か
っ
た
。

（
Ａ
）
発
熱
患
者
等
対
応
加
算

は
感
染
症
を
疑
う
患
者
に
算
定

す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の

旨
を
レ
セ
プ
ト
に
記
載
し
て
お

く
か
感
染
症
を
疑
う
よ
う
な
病

名
が
つ
く
患
者
に
算
定
す
べ
き

で
あ
る
。

（
Ｑ
）
皮
膚
・
皮
下
腫
瘍
摘
出

術
の
際
に
使
用
し
た
皮
膚
欠
損

用
創
傷
被
覆
材
が
査
定
さ
れ
た
。

対
称
器
官
の
処
置

算
定
回
数
は
２
回
？
１
回
？

医
科
・
今
月
の
査
定
、
返
戻
相
談
事
例

（
Ａ
）
手
術
の
縫
合
創
に
対
し

て
皮
膚
欠
損
用
創
傷
被
覆
材
を

使
用
し
た
際
に
は
算
定
で
き
な

い
。

（
Ｑ
）
左
右
の
足
を
捻
挫
し
た

患
者
に
、
両
足
に
絆
創
膏
固
定

術
を
行
い
、
５
０
０
点
を
２
回

算
定
し
た
と
こ
ろ
、
１
回
に
減

点
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
１
回
の
算
定
が
正
し
い
。

対
称
器
官
の
処
置
は
「
特
に
規

定
す
る
場
合
」
を
除
き
、
両
器

官
の
処
置
料
と
な
る
。
絆
創
膏

固
定
術
は
規
定
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
両
足
に
処
置

を
行
っ
て
も
１
回
の
み
の
算
定

と
な
る
。

※
査
定
事
由
Ａ
～
Ｄ
概
要

Ａ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険

診
療
上
適
応
と
な
ら
な

い
も
の

Ｂ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
医
学
的
に
保
険

診
療
上
過
剰
・
重
複
と

な
る
も
の

Ｃ

：

療
養
担
当
規
則
等
に
照

ら
し
、
Ａ
・
Ｂ
以
外
で
医

学
的
に
保
険
診
療
上
適

当
で
な
い
も
の

Ｄ

：

告
示
・
通
知
の
算
定
要

件
に
合
致
し
て
い
な
い

と
認
め
ら
れ
る
も
の

＊
協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容

に
関
す
る
ご
相
談
の
際
に

は
、
増
減
点
連
絡
書
を
お
手

元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会　

多
摩
川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」

懇
親
会
で

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

な
っ
て
い
る
。
今
回
参
加
し
た

久
保
倉
先
生
か
ら
参
加
記
が
届

い
た
の
で
掲
載
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
懇
親
会
で

今
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
の

活
動
に
つ
い
て
も
活
発
に
意
見

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
は
４
月

２９
日
、
第
６
回
多
摩
川
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

１
周
１
・
３
㎞
の
周
回
コ
ー
ス

を
１６
周
（
１
チ
ー
ム

：

３
人

～
６
人
で
構
成
）
計
２１
・
０
９

７
５
㎞
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を

走
る
駅
伝
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好

会
か
ら
は
Ａ
チ
ー
ム
３
名
、
Ｂ

チ
ー
ム
５
名
で
出
場
、
応
援
と

し
て
関
口
名
誉
会
長
も
参
加
さ

掛
か
っ
て
残
念
な
が
ら
不
参

加
。
濱
名
先
生
は
激
務
で
１１
月

か
ら
体
調
不
良
で
治
療
中
。
新

井
先
生
は
冬
に
痛
め
た
股
関
節

痛
か
ら
よ
う
や
く
歩
け
る
ま
で

に
回
復
し
た
と
の
こ
と
。
伊
藤

先
生
は
レ
ー
ス
の
し
過
ぎ
で
膝

を
痛
め
、
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
の

間
渕
さ
ん
は
数
日
前
に
発
症
し

た
腰
痛
で
体
調
が
万
全
で
は
な

く
、
事
務
局
の
勝
亦
さ
ん
も
静

岡
マ
ラ
ソ
ン
出
走
時
に
脚
を
痛

め
、
園
田
さ
ん
は
１０
日
前
の
宮

古
島
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
完
走
で

ま
だ
回
復
し
て
い
な
い
状
態
で

の
急
遽
の
参
加
。
こ
の
怪
我
人

の
多
い
チ
ー
ム
で
出
走
前
は
ど

れ
ま
し
た
。
体
調
不
良
者
が
多

く
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
の
木
村

会
長
は
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が

　

４
月
２９
日
に
開
催
さ
れ
た
多

摩
川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
同
好
会
と
し
て
２
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
。
こ
の
多
摩

川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
、
１
周

約
１
・
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
複
数
で
１６
周
す
る

形
式
。
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
２
回

走
っ
て
も
よ
い
自
由
な
大
会
と

老
化
は
脚
か
ら
、

50
歳
過
ぎ
た
ら
貯
筋
！

同
好
会
員
募
集
中
！

相
模
原
市
中
央
区
　
久
保
倉　

弘
美

参加記

交
換
。
協
会
会
員
の
先
生
方
に

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
を
募
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

多
摩
川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は

春
と
秋
に
開
催
さ
れ
、
気
軽
に

参
加
で
き
る
の
で
興
味
の
あ
る

先
生
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
（
℡

０
４
５-

３
１
３-

２
１
１
１
）。

う
な
る
こ
と
か
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
。
レ
ー
ス
の
様
子
は
、

Ａ
チ
ー
ム
は
勝
亦
さ
ん
が
８

周
、
園
田
さ
ん
が
２
周
、
筆
者

が
６
周
を
交
互
に
１
・
３
㎞
を

ス
プ
リ
ッ
ト
走
的
組
み
合
わ
せ

で
出
走
。
勝
亦
さ
ん
は
キ
ロ
３

分
５３
秒
、
園
田
さ
ん
は
急
遽
の

出
走
で
も
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー

ド
で
走
り
切
り
、
筆
者
は
キ
ロ

４
分
４１
秒
の
良
い
練
習
に
な
り

当日の集合写真

『82年生まれ、キム・ジヨン』

著者：チョ・ナムジュ

筑摩書房　1,650円（税込）

ちくま文庫　748円（税込）

2023年

人
生
の
も
や
も
や
、

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

女
性
が
社
会
で
感
じ
る
生
き

づ
ら
さ
に
関
心
が
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
本
の
厚
さ
が
薄
か

っ
た
の
で
「
こ
れ
な
ら
読
め
そ

う
」
と
思
い
、手
に
取
っ
て
み
た
。

　

物
語
は
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
が
亡

く
な
っ
た
友
人
に
突
然
憑
依
し

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
し

て
ジ
ヨ
ン
の
誕
生
、
学
生
時
代
、

受
験
、
就
職
、
結
婚
、
育
児
―

ま
し
た
。
Ｂ
チ
ー
ム
は
最
初
に

伊
藤
先
生
が
連
続
７
周
、
そ
の

後
、
濱
名
先
生
が
４
周
、
新
井

先
生
が
１
周
、
間
渕
さ
ん
が
２

周
、
園
田
さ
ん
が
２
周
と
交
互

に
出
走
。
何
事
も
な
く
、
襷
を

繋
ぎ
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
天
気
は

曇
り
で
、
暑
く
も
な
く
寒
く
も

な
く
、
あ
の
去
年
１２
月
１４
日
に

行
わ
れ
た
川
崎
国
際
駅
伝
の
棄

権
の
屈
辱
を
晴
ら
せ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
終
了
後
は
川
崎
駅
前
で

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ

逗
子
か
ら
野
村
先
生
も
参
加
さ

れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
去
年
か
ら
の
参

加
で
す
。
も
う
、
シ
ニ
ア
の
年

齢
に
な
り
ま
し
た
が
、
５５
歳
の

時
全
く
の
ラ
ン
未
経
験
か
ら
、

週
２
回
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
高

尾
山
付
近
の
プ
チ
ト
レ
ラ
ン
を

始
め
１１
年
間
。
こ
の
「
貯
筋
」

の
お
陰
で
体
力
の
低
下
を
そ
れ

程
感
じ
ま
せ
ん
。
人
生
の
節
目

で
あ
る
５０
歳
を
迎
え
た
ら
、
体

力
の
維
持
と
健
康
の
た
め
「
貯

筋
」
を
意
識
し
た
運
動
の
習
慣

化
が
重
要
で
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

は
何
時
か
ら
で
も
手
軽
に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
是
非
、
こ

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
で
ご
一

緒
に
走
り
ま
し
ょ
う
！

と
人
生
を
振
り
返
り
、
女
性
が

人
生
を
生
き
て
い
く
上
で
必
ず

体
験
す
る
〝
差
別
〟
を
赤
裸
々

に
描
い
て
い
る
。
▽
性
別
が

「
女
」
だ
っ
た
た
め
に
生
ま
れ

る
前
に
存
在
を
消
さ
れ
た
妹

（
そ
の
後
弟
は
誕
生
）
、
▽
学
生

時
代
同
級
生
に
付
き
纏
わ
れ
、

怖
い
思
い
を
し
た
の
に
心
配
し

て
く
れ
る
ど
こ
ろ
か
自
分
に
原

因
が
あ
る
と
責
め
る
父
、
▽
子

ど
も
の
姓
は
父
親
の
姓
で
な
く

て
も
よ
い
の
に
母
親
の
姓
を
選

ぶ
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ

と
、
▽
飲
み
の
場
で
の
セ
ク
ハ

ラ
―
な
ど
時
代
が
変
わ
っ
て
も

女
性
が
受
け
る
差
別
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
会

社
員
時
代
だ
。
ジ
ヨ
ン
と
同
期

の
女
性
は
難
し
い
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
を
任
さ
れ
、
死
に
物
狂
い
で

仕
事
を
頑
張
っ
て
き
た
も
の
の

新
た
な
企
画
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
に
選
ば
れ
ず
、
選
ば
れ
た
の

は
扱
い
や
す
い
企
業
を
担
当
し

て
き
た
同
期
の
男
性
た
ち
だ
っ

た
。
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た

め
に
続
け
ら
れ
る
社
員
を
育
て

る
と
い
う
社
長
の
判
断
だ
っ
た

が
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
つ
い
て

も
同
様
で
ジ
ヨ
ン
た
ち
を
信
頼

し
て
難
し
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を

任
せ
た
の
で
は
な
い
。
ず
っ
と

会
社
に
残
っ
て
働
く
男
性
た
ち

の
た
め
に
、
や
る
気
を
な
く
す

よ
う
な
辛
い
仕
事
を
さ
せ
な
い

た
め
で
あ
っ
た
。
ジ
ヨ
ン
は
頑

張
っ
て
も
最
初
か
ら
ゴ
ー
ル
は

な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
迷
路

の
真
ん
中
に
立
た
さ
れ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
。

　

こ
の
小
説
を
読
む
と
女
性
が

梯
子
を
外
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
日
常
で
感
じ
て
い
た
不

条
理
、
や
り
過
ご
し
て
き
た
違

和
感
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

る
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
読
ん
で

ほ
し
い
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
ジ
ヨ
ン
」
は

１
９
８
２
年
の
韓
国
で
一
番
多

か
っ
た
女
性
の
名
前
だ
そ
う

だ
。
「
キ
ム
」
は
韓
国
で
一
番

多
い
名
字
で
、
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
〝
ど
こ
に
で
も
い
る
普

遍
の
女
性
〟、
つ
ま
り
誰
も
が

キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の

小
説
に
夫
以
外
の
男
性
の
名
前

は
一
切
出
て
こ
な
い
。
男
た
ち

に
名
前
は
必
要
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

（
事
務
局
・
日
野
）

ピースサインでゴール
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抑うつや不安など、多領域にまたが

る健康障害と関連する。例えば、痩

せた若年日本人女性では、標準体重

女性と比較して耐糖能異常の頻度が

約7倍高く、低エネルギー摂取、低身

体活動、低骨格筋量に加え、インス

リン分泌低下や一部のインスリン抵

抗性を伴うことが示されている（Sato 

et al. JCEM, 2021）。従来、様々な疾

患は婦人科、骨代謝、代謝内分泌、

栄養、精神・心身医学などの各領域

で個別に扱われてきたが、共通基盤

として低体重・低栄養が存在する場

合には、個々の症候をばらばらに評

価するだけでは、背景にある健康リ

スクを見落とす可能性がある。

　こうした背景から、日本肥満学会

を中心とする学際的ワーキンググル

ープは、2025年に「女性の低体重/低

栄養症候群（Female Underweight/

Undernutrition Syndrome：FUS）」 を

提唱し、低体重または低栄養を基盤

として身体的・心理的健康障害を合

併する状態を包括的に捉える新たな

臨床概念を提示した（Tamura et al. J 

Obstet Gynaecol Res, 2026）。FUS の

意義は、単一疾患名を定義すること

ではなく、月経異常、骨量低下、耐

糖能異常、精神身体症状などを「低

体重・低栄養を背景にした一連の健

康障害」として可視化し、早期発見

と介入につなげる点にある。近年、

低栄養を背景とする痩せた個体の糖

尿病を5型糖尿病として整理する国際

的議論も進んでおり、FUSの一部には

こうした病態要素が含まれる可能性

が あ る（Wadivkar et al. Lancet Glob 

Health, 2025）。

　現在我々は、内閣府戦略的イノベ

ーション創造プログラム（SIP）の支

援のもと、「女性のボディイメージと

健康改善のための研究開発」を推進

している。学校教育と連携した啓発

教材の開発、若年女性を対象とした

骨密度・栄養状態の早期スクリーニ

ング、企業・メディアと協働した多

様な美と健康観の発信、さらに「マ

イウェルボディ協議会」を通じた社

会実装基盤の整備を進めている。今

後は、BMIのみならず、月経歴、体組

成、骨密度、食行動、身体活動、糖

代謝、心理社会的背景を統合したス

クリーニング法や重症度分類を確立

し、FUSを個人の自己責任に還元せ

ず、教育、医療、産業、政策が連携

して取り組むべき女性健康課題とし

て発展させる必要がある。

ダイエット経験や低身体活動が複合的

に関与している（Murofushi et al. Front 

Public Health, 2023）。一方で、低体重

女性のすべてが意図的な食事制限を行

っているわけではなく、体重が増えに

くい体質性痩せも存在する。このため、

女性の低体重は、社会文化的要因、行

動要因、体質的素因が重なった不均一

な病態として捉える必要がある。

　低体重や低栄養は、見た目の細さに

とどまらず、骨量低下、月経異常、貧

血、サルコペニア、耐糖能異常、低血

圧・徐脈、倦怠感、冷え、睡眠障害、

　日本における若年女性の痩せ（低

体重）は、単なる個人の体型の問題

ではなく、将来世代を含む公衆衛生

上の重要課題である。20代女性の約2

割がBMI 18.5kg/m
2未満に該当し、わ

が国の女性の低体重率は先進諸国の

中でも高水準にある（Otsuka et al. J 

Bone Miner Metab, 2021）。その背景

には、1970～80年代以降に形成され

た「痩せ＝美しい」という社会的価

値観、メディアやSNSを介した痩身理

想の内在化、自己の体型を過大評価

するボディイメージの歪み、さらに

女性の低体重/
低栄養症候群とは？

～体調不良の原因としての低栄養～

順天堂大学大学院 医学研究科 

スポーツ医学・スポートロジー 教授/代謝内分泌内科学 教授　　　　　田村  好史氏
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研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）

の
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師

会
会
員
の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年

４
月
よ
り
変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得

い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切

の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に

所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す

る
場
合
は
参
加
時
間
が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

9月13日(日)午前9時30分～

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

　

開
業
し
た
先
生
は
開
業
１
年
後
、
厚
生
局
が
実
施
す
る

行
政
指
導
「
新
規
個
別
指
導
」
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
対
象
カ
ル
テ
は
１０
件
、
そ
の
他
技
工
指
示
書

な
ど
多
く
の
関
係
文
書
等
も
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
指
導
結
果
は
「
概
ね
妥
当
」
、
「
経
過
観
察
」、
「
再
指

導
」
で
、「
再
指
導
」
に
な
る
と
新
規
個
別
指
導
を
受
け

て
か
ら
約
１
年
後
に
通
常
「
個
別
指
導
」
に
移
行
し
、
対

象
カ
ル
テ
は
３０
件
に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
再
指
導
に
な

ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
開
場
は
９
時
で
す
。
開
始
時
刻
１０
分
前
ま
で
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
６
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。書
籍
は
各
会
員
に
１
冊
無
料

で
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

※
当
講
習
会
は
年
に
５
回
程
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

7月30日(木)午後7時30分～ 7月29日(水)午後7時30分～

第
６４６

回

月

例

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
女
性
の
低
体
重
／
低
栄
養

症
候
群
と
は
？

―
体
調
不
良
の
原
因
と
し

て
の
低
栄
養
―
」

講
　
師
　
順
天
堂
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
・
ス
ポ
ー
ト
ロ
ジ
ー

教
授
／

　
　
　
　
代
謝
内
分
泌
内
科
学

　
　
　
　
教
授

田
村　

好
史
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
２２
（
体
重
減
少
・
る
い
痩
）」

１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

共

済

セ

ミ

ナ

ー

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ド
ク
タ
ー
と
し
て
最
低
限

知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の

知
識【
２
０
２
６
年
版
】」

講
　
師
　
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
保
険
㈱

横
浜
支
社

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー

ロ
イ
ヤ
ル
メ
ン
バ
ー

石
原　

香
介
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
「
講
演
会
は
参
加
で
き
な
い
が
、
別
日
で
講
師
に
個
別

相
談
し
た
い
」
と
い
っ
た
お
声
を
受
け
、
講
演
会
に
不

参
加
で
も
無
料
個
別
相
談
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信
で
ご
視
聴
さ
れ
る
方
、
配
信
は

視
聴
せ
ず
に
無
料
個
別
相
談
さ
れ
る
方
の
い
ず
れ
も
、

必
ず
事
前
に
お
申
込
み
（
登
録
）
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
程
は
講
師
と
個
別
調
整
と
な
り
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
メ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　【KO
USUKE.ISHIHARA@

tm
n-anshin.co.jp

】

※
講
演
の
後
日
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
当
日
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
共
済
部
・
㈱
神
保
協

8月3日(月)午後7時30分～ 7月31日(金)午後7時30分～

学

術

部

研

究

会

　

老
年
的
超
越
は
、
高
齢
期
に
高
ま
る
と
さ
れ
る
「
物
質

主
義
的
で
合
理
的
な
世
界
観
か
ら
、
宇
宙
的
・
超
越
的
・

非
合
理
的
な
世
界
観
へ
の
変
化
」
を
指
し
ま
す
。
高
齢
に

な
り
不
自
由
が
増
え
る
自
身
を
捉
え
直
し
、
感
謝
の
気
持

ち
が
高
ま
る
「
老
年
的
超
越
」
。
今
後
の
超
高
齢
化
社
会

に
向
け
て
、
介
護
職
員
の
教
育
や
高
齢
者
の
支
援
活
動
に

取
り
入
れ
る
試
み
も
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
概
念
と
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
医
療
現
場
に
お
け
る

老
年
的
超
越
の
捉
え
方
」

講
　
師
　
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

准
主
任
研
究
員

増
井　

幸
恵
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
学
術
部

医

療

問

題

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
地
域
医
療
構
想
に
資
す
る

遠
隔
医
療
の
活
用
に
つ

い
て
」

講
　
師
　
横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院

集
中
治
療
部

部
長

高
木　

俊
介
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右記QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【政策講演会】【政策講演会】

2億円をドブに捨てますか？2億円をドブに捨てますか？
社会保障を少し知れば、得も社会保障を少し知れば、得も
するし楽に生きていけるのにするし楽に生きていけるのに

講師： 慶應義塾大学 商学部

　　  教授 権丈 善一氏

メディアを通して見えてくる日本メディアを通して見えてくる日本
―医療デマに翻弄されるアメリカから―医療デマに翻弄されるアメリカから

学ぶべき教訓は？―学ぶべき教訓は？―

【定時総会記念講演定時総会記念講演】

講師： 熊本学園大学 経済学部

　　　教授 カーク・マスデン氏

【在宅医療・介護セミナー】【在宅医療・介護セミナー】

地域BCPのススメ地域BCPのススメ
―スタッフ、患者、そして住民のいのち―スタッフ、患者、そして住民のいのち

と暮らしを守るために―と暮らしを守るために―

講師： 慶応義塾大学 医学部

　　  衛生学公衆衛生学教室 講師／

　　   一般社団法人

　　  コミュニティヘルス研究機構

　　  機構長・理事長 山岸 暁美氏

【月例研究会】

ガイドラインに基づくガイドラインに基づく
市中発症の肺炎診療Update市中発症の肺炎診療Update

講師： 横浜労災病院 呼吸器センター長

　　　呼吸器内科部長

　　　感染管理室長 伊藤 優氏

【歯科臨床研究会】

高齢者の抜歯高齢者の抜歯

講師： 横浜市立大学附属

　　　市民総合医療センター

　　　 歯科・口腔外科・矯正歯科

　　　助教 大澤 昂平氏
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▽配布テキスト（全て最新版です）

①『保険診療の手引（入院点数を除く）（2026年6月版）』
  　（定価：5,500円）

②『在宅医療点数の手引（2026年度改定版）』
  　（定価：5,000円） 

③  『公費負担医療等の手引（2025年9月版）』
  　（定価：5,000円） 

④  『労災診療・交通事故診療の手引（2026年6月版）』
  　（定価：1,500円）

⑤   練習問題、その他関連資料

神奈川県保険医協会

　保険医協会主催の医療事務講習会は1967年のスタート以

来59年を迎える歴史ある講習会で、毎年大変ご好評をいた

だいております。

　講習会では、当会オリジナルテキスト『保険診療の手引（入

院点数を除く）（2026年6月版）』をもとに、外来における保

険請求の基礎を幅広く解説します（入院点数には触れませ

ん）。全10回の講習会のうち、第6回では、第1回～第5回の

復習も兼ねた講習も開催します。レセプトコンピュータを

お使いの医療機関でも、レセプトチェックの際に必要とな

る診療報酬の知識を学んでいただく絶好の機会です。また、

第9回では実際にあった査定（減点）や返戻の事例も紹介し
講師の田村保険診療対策部員講師の田村保険診療対策部員

2026年度 2026年度 医療事務講習会のご案内医療事務講習会のご案内

ます。

　受講希望の方は、裏面の「医療事務講習会申込書」にご記入の上、保険医協会事務局ま

であらかじめお申込みください。

　講習会終了時には出席状況により「修了証」を郵送いたします。日程につきましては裏

面をご参照ください。皆様のご参加をお待ちしております。

　本講習会は、WEB配信での開催のみ（Zoomウェビナーを使用）とさせていただきます。

□ □ 参加方法参加方法
　           WEB配信への参加のみ WEB配信への参加のみ ： 定員100名。受講料は1名ずつ発生。： 定員100名。受講料は1名ずつ発生。

□ □ 受講料受講料　1名につき1名につき 20,000円（テキスト代含む） 20,000円（テキスト代含む）

　　　　　　※講習会への参加は協会会員の医療機関にお勤めの方が対象です。※講習会への参加は協会会員の医療機関にお勤めの方が対象です。

　　　※ テキストをすでにお持ちの場合でも受講料は同じになります。ご了承ください。　　　※ テキストをすでにお持ちの場合でも受講料は同じになります。ご了承ください。

□ □ 申込方法申込方法
　　　申込書をご記入の上、FAXでご連絡ください（裏面）。　　　申込書をご記入の上、FAXでご連絡ください（裏面）。

　 　　 　 　　 FAXでご連絡の上、下記の口座へ受講料をお振込みください（お振込み完了をもってお申込FAXでご連絡の上、下記の口座へ受講料をお振込みください（お振込み完了をもってお申込

み完了となります）。み完了となります）。

　　　 　　　 ※ 受付完了のFAX及びメールは送付いたしませんので、ご了承ください。また、定員一杯※ 受付完了のFAX及びメールは送付いたしませんので、ご了承ください。また、定員一杯

の場合には、こちらからご連絡いたします。の場合には、こちらからご連絡いたします。

　　　①：郵便局からのお振込み　　　①：郵便局からのお振込み

　　　　　　　　 振込用紙の通信欄には「9」と記載し、医療機関名、医療機関の電話番号をご記入ください。 振込用紙の通信欄には「9」と記載し、医療機関名、医療機関の電話番号をご記入ください。

　　　　　　◆口座番号：00260‐2‐2220　　　　　　◆口座番号：00260‐2‐2220

　　　　　　◆口座名　：神奈川県保険医協会　　　　　◆口座名　：神奈川県保険医協会

　　　　　　②： ①以外の金融機関からのお振込み②： ①以外の金融機関からのお振込み

　　　　振込人名に「9」＋「医療機関名」をご記入ください。　　　　振込人名に「9」＋「医療機関名」をご記入ください。

　　　　      ゆうちょ銀行　支店名：029店　当座預金　口座番号：0002220　　　　      ゆうちょ銀行　支店名：029店　当座預金　口座番号：0002220

　　 ※第1回からの参加を希望される場合には、9月9日（水）までにお振込みください。　　 ※第1回からの参加を希望される場合には、9月9日（水）までにお振込みください。

　　※ 　　※ 受講料の入金確認後、9月中旬までに、テキストやWEB視聴時のID・パスコード等を送受講料の入金確認後、9月中旬までに、テキストやWEB視聴時のID・パスコード等を送

付いたします（テキストは医療機関へ一括送付）。なお秋頃発行の『在宅医療点数の手引』付いたします（テキストは医療機関へ一括送付）。なお秋頃発行の『在宅医療点数の手引』

のみ別途配布します。のみ別途配布します。

　　　　※ 第2回以降からの参加も可能です（受講料は一律20,000円、アーカイブ配信は※ 第2回以降からの参加も可能です（受講料は一律20,000円、アーカイブ配信はありませんありません））。。

□ □ お問合せお問合せ　

　　保険診療対策部　　保険診療対策部  ℡℡  045‐313‐2111 045‐313‐2111
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開催時間：午後2時30分～4時30分（予定）

　講習会構成：  講義 午後2時30分～4時、練習問題・解説 午後4時～4時30分。

　※第2回のみ午後3時～5時の開催となります。

　※途中に休憩を挟みます。

　※講義では主に『保険診療の手引（入院点数を除く）』を使用します。　

　※  ＊印のついている講習に4回以上出席した方には、修了証を発行いたし

ます（補講はカウントしません）。

2026年度 医療事務講習会開催要項2026年度 医療事務講習会開催要項

日時 テーマ

第1回＊  9月17日（木） 医療保険制度の基礎、基本診療料（初・再診料）

第2回＊  9月24日（木） 点数表の理解（1）検査

第3回＊  10月3日（土）
点数表の理解（2）医学管理等・在宅医療の一部

（自己注射、酸素療法、CPAP）

第4回＊ 10月10日（土） 点数表の理解（3）投薬・注射

第5回＊ 10月15日（木） 点数表の理解（4）画像診断・処置・手術、労災

第6回＊ 10月22日（木）
点数表の理解（5）リハビリ、精神科専門療法、

第1回から第5回の復習（〇×クイズ）

第7回 10月24日（土） 在宅医療
※補講

第8回 10月29日（木） 公費負担医療
※補講

第9回＊ 11月14日（土）
請求の実務、査定・返戻対策（事例含む）、レセ

プト審査の仕組み

第10回＊ 11月19日（木） 修了試験、修了式

2026医療事務講習会申込書〈FAX：045-313-2113〉
（受講者1名につき1枚使用してください）

医療機関名 　　　　　　　　　　　  　　　   

会員の先生の氏名　　　　　　　 　   　   　  

TEL                  　                     　　

FAX                 　                              

参加者氏名
（楷書ではっきり）

よみがな
医療事務
経験年数

【必須】視聴時に使用するメールアドレス

@

1文字ずつ大文字・小文字、明確にご記入ください。なお、数字の「0」は「0」/「7」は「7」/英字の「D」は「D」
/「Z」は「Z」/「I」（アイ）は「Ｉ」/「O」（オー）は「 O (大文字)」「 o (小文字)」/「ｌ」（小文字エル）は「 」/「ｑ」は「　」。

～書籍のご案内～

『保険診療の手引』は、難解な点数表を「編注」や図表、フローチャー

トを用いて分かりやすく説明しています。医療保険制度の基礎知識やカ

ルテ記載時の注意点も掲載。保険医療機関必携の一冊です。

※ 分冊化のため、 入院基本料、入院基本料等加算、特定入院料、入院時

食事療養費は掲載されておりません。

※短期滞在手術等基本料 1は掲載されています。

『保険診療の手引 入院点数を除く 2026 年 6 月版』
B5版 2,144 頁、会員価格：4,500 円

『保険診療の手引 入院分冊 2026年6月版』 
B5 版 765頁、会員価格：1,000 円

『保険診療の手引』に記載されていた入院点数が分冊化されました。入院基本料、入院基本

料等加算、特定入院料、入院時食事療養費・生活療養費については入院分冊版をご覧ください。

『労災診療・交通事故診療の手引』
2026 年 6 月版 B5 版 88 頁、価格：1,500 円

※ご購入は保険診療対策部まで（ ℡ 045-313-2111）。
※ 『保険診療の手引（入院点数を除く）』と『労災診療・交通事故診療の手引』は医療事務講習会でお配り
いたします。
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